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生協は「生活協同組合」の略称です。
一人ひとりがお金（出資金）を出し合い、みんなで利用、
運営しながらくらしを向上させていく、消費者自身の組
織です。
「消費生活協同組合法」 (略して生協法)に基づいて設立
されています。
生協を表すのに使われる「コープ」とは、「協同組合」
を意味する英語「co-operative（コーペラティブ）」
からとったものです。

生協は人と人とが助け合って

創る協同と非営利の組織です。

生協とは
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食卓を笑顔に、地域を豊かに、

誰からも頼られる生協へ。

理念

ビジョン2025

コープみらい理念・ビジョンについて



コープみらいは地域の中で事業と活動
を通じてよりよい「くらし」と「未来」を創
造します。

●コープデリ宅配事業
●店舗事業
●福祉事業 など
 総事業高 4,462 億円
 組合員数 358 万人

事
業

活
動×

●組合員活動を中心とした
   豊かな地域社会の実現
●見守り活動、被災地支援
●社会貢献活動

など

事業と活動
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22のブロック
千葉エリア　６
埼玉エリア   ８
東京エリア　８　

ブロック委員は
326人

地域のコーディネーター「ブロック委員」

　　各ブロックにブロック委員会を設置
　　 ブロック委員長     ２２人   (各ブロックに1人）
　 　ブロック副委員長  ５２人　(各ブロックに1～3人）
　    ブロック委員 　  ２５２人　

　　　　　　　　

コープみらいの組織について
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多様な参加を広げ、学びや交流、声の発信ができる場をつくり、人と人との
つながりや居場所づくりを進めます。
事業や地域の様々な団体とつながり、 お互いに助け合えるあたたかな地域
社会をつくります。 

「参加の広がり」と「ネットワーク（つながり）づくり 」 

コープみらいの参加とネットワークは、楽しさとやりがいを持てる活動を
協力し合って進めます。
共有と共感を大切にしたコミュニケーションを進め、“伝えたいこと”を
受け手にわかりやすく発信します。

「組織づくり」と「共有と発信 」の取り組み 

商品を真ん中にして交流する「商品コミュニケーション」を進め、
食と健康、食育「たべる、たいせつ」を推進していきます。 

「食と商品 」の取り組み 

持続可能な未来のために、くらしを取り巻く多様な課題に向けて、
学びあい、共感し、多彩な活動に取り組みます。

「くらし」についての取り組み

2022年度の参加とネットワークの活動方針にそって、
22のブロックそれぞれが、「私たちのブロックで取り組
みたいこと」をもとに活動をすすめていきます。

 

参加とネットワークの活動方針
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フードドライブでの事例
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生活困窮者へのお米支援

2021年度、多くの組合員の利用による
剰余金を社会に還元するため、コロナ禍
で困難を強いられている生活困窮者への
お米支援をおこなっています。

乳児院等に紙オムツを寄贈

宅配で返品された紙オムツ。以前は物流
で廃棄していましたが、埼玉エリア・千
葉エリアでは、フードバンクのつながり
で紙オムツを乳児院などの施設や個人に
寄贈する取り組みを行っています。

フードバンクを通じた支援



コープみらい社会貢献活動財団の取り組み



コープみらい社会貢献活動財団の取り組み
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ハガキ・切手回収キャンペーン
組合員にご家庭で眠っているハガキや切手などを寄せていただき、換金して支援団体に寄付
する取り組みです。

＜国内団体＞社会福祉法人中央共同募金会と共に支援（寄付）団体の募集、選考を行います。
＜海外団体＞特定非営利活動法人ハンガー・フリー・ワールド（HFW）、認定特定非営利活動
　　　　　　　　法人アジア・コミュニティ・センター21（ACC21）を通じて、「アジアの子ども・子育て
　　　　　　　　支援」を行っている団体への支援（寄付）を行います。

子ども・子育て支援基金
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くらしのたすけあいの会ミニハート
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春日部市ふれあい大学講座

“食”や“環境”に興味を持つきっかけ作りとして、小学校を中心に楽しく学べる
体験プログラムを実施。

小学校での出前講座

活動サポーター
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組合員施設コーププラザ　県内８カ所
　春日部・越谷・さいたま市南区・
   さいたま市北区・富士見・所沢・川越・深谷

子育て
ひろば

子育て支援
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ご清聴ありがとうございました


